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　西東京市では、来年の1月21日に市誕生10周年を向かえます。笑顔で健康長寿を全うできるまちは市が目指すところであり、市民が願うところです。市では、自らの健康は自らの手でつくることを基本とし、生涯にわたる健康づくりを進めます。そこで、市誕生10周年にあわせて、誰でもが日常生活に取り入れることができるように、しゃきしゃき体操など運動・スポーツの普及や食育推進計画の策定（平成21年3月）、心の健康づくりなど様々な健康テーマを包含した「健康都市宣言」を行う予定となっており、現在その宣言内容を検討しています。
健康づくり推進協議会での審議や早稲田大学との共同研究による市民意識調査の結果などをもとに、宣言の骨子がとりまとまりました。

市民の皆さんからの意見を聞きながら、最終的に宣言文を作成していきます。
なお、健康都市宣言を実現化する手段は、基本計画を指標とする個別計画の中で取り組みますが、より明確に示すために、宣言とともにキャッチフレーズや取組み目標を掲げます。行政の支援施策もアピールして、市民・市・関係機関が互いに支え合い行動します。
　また、進行管理は各個別計画で評価を行うと共に、健康づくり推進協議会が健康都市宣言の取組み全体の進行管理を行います。
■宣言の骨子の概要
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■健康づくり推進協議会

　西東京市健康づくり推進協議会は健康づくりに関する総合的な方策を検討するため、設置されています。保健・福祉・医療に属するもの9人、学識2名、公募市民4名の計15名で構成され、平成22年６月に本宣言の作成について本協議会に付議されました。

　現在まで３回開催され、平成23年1月を目途に最終的に答申を行う予定です。

■市民意識調査
　早稲田大学と連携して、市が健康都市として宣言するにあたって必要となる市民の健康意識に関する調査を共同研究という形で実施いたしました。ここでは、調査概要と結果概要をお知らせいたします。
　【調査概要】
　◆調査時期　平成22年7月24日～平成22年8月1日まで
　◆調査方法　街頭インタビュー形式

　◆調査規模　市内11ヶ所において、1,118人から聴取

　【結果概要】

　◆自分の健康状態　「よい」「まあよい」を合計した割合　87.6％

　◆生涯健康であること望む人の割合　95.7％

　◆あなたの健康にとって必要なもの（上位３項目）

　　食・栄養　78.9％、運動・スポーツ　76.3％、ゆとり　66.5％

◆健康のために実践していること（上位５項目）

栄養バランス　65.7％、睡眠47.8％、趣味45.8％、食事量・回数38.7％、ウォーキング38.4％

◆市で取組みをしてほしいこと（上位３項目）

医療の充実　40.5％、みどりのある空間31.8％、保健の充実30.9％

■今後の進め方

　「健康都市宣言」は平成23年1月に健康づくり推進協議会から最終的に答申をいただき、10周年の記念式典を開催する３月６日に発表する予定です。また宣言をきっかけに市民の皆さんに、自分にあった健康に取組めるような事業を行っていくことを検討していきます。

みどりや安心して外出できる環境など空間の基盤作りも大切です。





私たちは生涯健康であることを望んでいます








健康状態を把握して


日常生活を改善しよう！








